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キャリア開発のための診断サービス 
「若手社員コンピテンシー・アセスメント」を提供開始 

 

 

組織・人事コンサルティングサービスを提供するクレイア・コンサルティング株式会社（代表：草間徹、東京都港区高輪 1-5-4 

TEL：03-5792-4601）は、成果主義時代に対応した若手社員のキャリア開発のための診断サービス「若手社員コンピテンシー・

アセスメント」を2006年１月より提供開始します。本サービスは、20 ～30代の社員を対象に、将来の職務適性を診断しキャリア

開発・能力開発の指針を与えることを目的としています。大手・中堅企業を中心に提供し、初年度は約 5,000 人の候補者の診断

を目指します。 

 

サービス提供の背景 

 

 社員のやる気を引き出すためには、キャリア開発をサポートしていくことが必要です。 

  多くの企業で成果主義の導入が進んだものの、短期的な成果評価だけでは社員のモチベーションを上げられないこと

が明らかとなってきました。弊社が行った調査（2005 年 3 月実施）でも、「短期結果型」成果主義を採用している企業では、

人事処遇に不満を持っている社員が多く、これに対して「能力反映型」成果主義を採用している企業では、社員のやる気を

引き出していることが分析結果から得られました。特に、自分自身が今後身につけるべき能力やキャリアパスが明確にな

っている社員ほど、現在の仕事に自信を持っていることが分かりました（別紙に分析結果を添付）。社員のキャリア開発や

能力開発をサポートしていくことが、企業には求められているといえます。 

 

サービスの特徴 

 

 キャリア開発や能力開発の指針を提示します。 

  社員にキャリア開発の指針を持たせるためには、将来成果を上げるために必要となる能力特性（以下、コンピテン

シー）の保有状況を自己認識させることが効果的です。そのための診断ツールとして、20～30 歳代の若手社員を対

象に、コンピテンシーの保有状況を診断しキャリア開発の指針を与えることを目的とした「若手社員コンピテンシー・ア

セスメント」を開発しました。コンピテンシーを自己認識することにより、社員は自己の目指すべき方向性の実現に向

けて能力開発に取り組みやすくなります。また、若手社員の早い段階でコンピテンシーの保有状況を把握することは、

企業にとって将来の経営を担うリーダー人材の早期発掘・育成にも役立ちます。 

 本格アセスメントをパッケージ化しています。 

通常、本格的なアセスメントを実施する場合、２～３日の実施期間が必要になります。本サービスは弊社が有するアセス

メントの設計から診断までのノウハウをパッケージ化したことで、本格的なアセスメントと同等の効果を短時間、かつ低コス

トで実現することができます。 

 コンピテンシーの開発の方向性について詳細にコメントします。 

アセスメント実施後、迅速に演習結果を分析・評価し、若手社員のキャリア開発・能力開発・自己啓発に役立つ診断レポ

ートを一人ひとりに対して丁寧に作成します。特に自己の弱みと判定されたコンピテンシーの開発の方向性については、

①今後経験することが望ましい業務、②日常業務における上司からの指示の受け方や後輩への指示の出し方、③自己啓

発事項の点から詳細にコメントします。 
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サービスの概要 

 

 アセスメントの構成 

アセスメントでは、下記 3 つの演習の組み合わせにより、対象者のコンピテンシーの保有状況を診断します（総所要時間

200 分）。 

 「戦略演習」（所要時間 105 分） 

・ ケースメソッドの手法を応用した演習で、プロジェクトチームレベルでの状況把握や意思決定を実践的に行うこと

により、目標・戦略の立案・実行やリーダーシップの発揮に関わるコンピテンシーを確認します。 

・ 状況把握力・課題設定力・計画策定力・意思決定力・実行管理力・リーダーシップ・対人インパクトに関するコンピ

テンシーを診断します。 

 「行動記述演習」（所要時間 70 分） 

・ インバスケットの手法を応用した演習で、日常業務遂行上の特徴的な問題を基に、その場面に相応しい言動を

記述してもらうことにより、主に仕事に対する姿勢や価値観に関わるコンピテンシーを確認します。 

・ 人材活性化力・ＣＳＲ構築力・迅速性・革新性・一貫性・バイタリティに関するコンピテンシーを診断します。 

 「自己診断演習」（所要時間 25 分） 

・ 日常業務遂行場面での具体的な行動例に基づいて、コンピテンシーの保有状況をセルフチェックしてもらいます。 

・ 全てのコンピテンシーを診断します。 

 提供価格 （消費税込み） 

  ２６，２５０円／人 

 

本プレスリリースに関するお問い合わせ先  

 

 クレイア・コンサルティング株式会社     担当： 細谷 美佐江 

   TEL：03-5792-4601  FAX：03-3447-0832  e-mail：info@creia.jp 

 

クレイア・コンサルティング株式会社 会社概要 

  ◆創業：2002 年 7 月 

  ◆代表者：草間徹 

  ◆事業内容：組織・人事に関するコンサルティング 

 人事制度改革 

 人材アセスメント 

 組織改革 意識改革 

 人材育成システムの設計およびトレーニング 

◆住所：〒108-0074 東京都港区高輪 1-5-4 常和高輪ビル 3F 

◆URL：http://www.creia.jp 

 

mailto:info@creia.jp
http://www.creia.jp/
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別紙．追加調査 

 

クレイア・コンサルティング株式会社は、2005 年 3 月に三大都市圏の民間企業に勤める社員 1,000 人に対して「成果主義と職

場風土に関する意識調査」を実施した結果を分析し、レポートとして発表しました。 

今回のアセスメントを開発するにあたり、意識調査を行った際のデータを活用し、社員のキャリアや能力開発目標の認識と現

在の仕事に対する自信との関係について追加分析を行いました。具体的には社員 1,000 人の中から、将来に向けた能力開発

やキャリア開発目標を認識している社員とそうでない社員を抽出し、それぞれの社員群が自信をもって仕事をしているかどうか

を分析しました。なお、本分析において「自信をもって仕事をしている」とは、現在の仕事で成果をあげ続けることができ、社内で

勝ち組に属していると思うこととしています。 

分析結果は図１及び図２が示す通り、キャリアパスや今後身につけるべき能力という将来の道筋が明確になっている社員ほ

ど、現在の仕事に自信を持っていることが明らかとなりました。 

 

 

 

 

 

 

※本編のレポート「成果主義と職場風土に関する意識調査」（2005 年 3 月 7 日プレスリリース済み）をご希望の場合は、ご連絡

頂ければお送りいたします。 

以上 

 
図1  今後も、現在の仕事で成果をあげ続けることができると思う比率
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※今後も、現在の仕事で成果をあげ続けることができると思うかという質問に対する回答結果 

 現在の会社で今後のキャリアパスを見通すことができている場合、今後も、現在の仕事で成

果をあげ続けることができると思う比率は64.2％であった（全くそう思う5.0％、そう思う

59.2％）。また、キャリアアップのために今後身につけるべき能力が明確になっている場合、成

果をあげ続けることができると思う比率は65.9％であった（全くそう思う8.0％、そう思う

58.0％）。 

 現在の会社で今後のキャリアパスを見通すことができていない場合、今後も、現在の仕事で

成果をあげ続けることができると思う比率は29.3％であった（全くそう思う11.6％、そう思う

17.7％）。また、キャリアアップのために今後身につけるべき能力が明確になっていない場合、

成果をあげ続けることができると思う比率は33.8％であった（全くそう思う7.7％、そう思う

26.1％）。 

※社内で「勝ち組」に属していると思うかという質問に対する回答結果 

 現在の会社で今後のキャリアパスを見通すことができている場合、社内で「勝ち組」に属し

ていると思う比率は37.7％であった（全くそう思う 2.6％、そう思う35.1％）。また、キャリアアッ

プのために今後身につけるべき能力が明確になっている場合、社内で「勝ち組」に属してい

ると思う比率は 38.2％であった（全くそう思う 4.4％、そう思う 33.8％）。 

 現在の会社で今後のキャリアパスを見通すことができていない場合、社内で「勝ち組」に属

していると思う比率は 13.8％であった（全くそう思う 4.4％、そう思う 9.4％）。また、キャリアア

ップのために今後身につけるべき能力が明確になっていない場合、社内で「勝ち組」に属し

ていると思う比率は 17.4％であった（全くそう思う 2.9％、そう思う 14.5％）。 

自分は「勝ち組」だと思う 

 

自分は「勝ち組」だと思う 
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 図２  社内で「勝ち組」に属していると思う比率
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